
主　な　内　容

　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,946 人 ( 前 月 比 ▲ 7) 男 40,162 人　 女 40,784 人　29,034 世 帯 1 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● ２月１日～受付開始　「県民交通災害共済」
　 安心への第一歩　家族そろっての加入を　　　　P5

● ３月５日　親鸞ゆかりの地をめぐる
　 史跡めぐり参加者募集　　　　　　　　　　　   P8

● 新たな産直販売　軽トラ市
　 Ｋ－マルシェ スタート　   　　　　　　　　　   P2

● 4000 人に送付
　 市民満足度調査に協力を　　　　　　　　　　　P4

● ３月１日～
　 『広報いしおか』有料広告の受付開始　　　　     P4

　柿岡の市街地には、蕎
そ ば や

麦屋を営む
茅葺き民家があります。通りに面し
た屋根の正面には、この地域ではめ
ずらしい千

ち ど り は ふ

鳥破風があり、この家の
目印になっています。

町中に残る茅
か や ぶ

葺き民家

（柿　岡）
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市
農
業
委
員
会
が
主
催
す
る
軽
ト

ラ
市 

「
Ｋ
─マ
ル
シ
ェ
」
が
12
月
26

日
に
市
役
所
本
庁
駐
車
場
で
、
27
日

に
八
郷
総
合
支
所
駐
車
場
で
、
新
た

な
産
直
販
売
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

Ｋ
─マ
ル
シ
ェ
と
は
、
Ｊ
Ａ
や
さ

と
、
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野
、
石
岡
商
工
会

議
所
、
八
郷
商
工
会
の
組
合
員
や
会

員
の
登
録
者
約
60
人
が
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
を
利
用
し
て
、
地
元
産
の

野
菜
、
果
実
類
な
ど
の
農
産
物
・
加

工
食
品
を
安
価
で
直
接
販
売
す
る
臨

時
市
場
で
す
。

- マルシェ スタート

新たな産直販売 軽トラ市

新鮮な地元産の農産物や加工品を販売

●
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局 

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　

今
後
も
、
定
期
的
に
月
２
回
程
度

市
内
２
か
所
で
開
催
し
ま
す
。
生
産

者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、

安
心
で
安
全
な
地
元
の
食
材
を
提
供

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
来
場
く
だ
さ
い
。

市
役
所
駐
車
場

- マルシェ- マルシェ- マルシェ- マルシェ
新鮮な地元産の農産物や加工品を販売新鮮な地元産の農産物や加工品を販売新鮮な地元産の農産物や加工品を販売新鮮な地元産の農産物や加工品を販売

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
が
、

小
雨
程
度
な
ら
実
施
し
ま
す
。

※
来
場
の
際
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど

を
持
参
く
だ
さ
い
。

2
13
土

2
27
土

2
14
日

2
28
日

八
郷
総
合
支
所
駐
車
場

初
め
て
開
催
し
て

消
費
者
か
ら
は
、

　
「
新
鮮
で
安
い
地
元
産
の
野
菜
が
、

生
産
者
か
ら
じ
か
に
買
え
る
の
で
、

安
心
で
す
。
次
回
も
、
利
用
し
た
い

と
思
い
ま
す
」

生
産
者
か
ら
は
、

　
「
今
朝
、
収
穫
し
た
も
の
を
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
き
ま
し
た
。
新
鮮

な
旬
の
野
菜
を
買
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
、
農
家
と
し
て
は
何
よ
り
う
れ

し
い
で
す
。
自
分
で
値
段
を
決
め
ら

れ
る
こ
と
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
大
勢
の
人
が
来
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

開
催
日

開
催
時
間

ど
ち
ら
も

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で 3

27
土

3
13
土

3
28
日

3
14
日

広報いしおか　№１０４　２



新
し
い
教
育
委
員
会
委
員
・
監
査
委
員
・

公
平
委
員
会
委
員
が
決
定

　

市
で
は
、
石
岡
市
教
育
委
員
会

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
12
月

16
日
に
開
か
れ
た
第
４
回
市
議
会

定
例
会
本
会
議
で
、
教
育
委
員
会

委
員
に
府
中
三
丁
目
の
浅
田
順
さ

ん
（
71
）
と
、
国
府
二
丁
目
の
石

橋
凱

や
す
しさ
ん
（
67
）
を
任
命
す
る
人

事
案
件
の
同
意
を
得
て
、
そ
れ
ぞ

れ
任
命
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
岡
市
監
査
委
員
と
石

岡
市
及
び
事
務
組
合
公
平
委
員
会
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
同
市
議
会

教育委員会委員（新任）
　　  浅田　順さん

教育委員会委員（再任）
　　  石橋　凱さん

      監査委員（再任）
　  久保田　滿男さん

公平委員会委員（再任）
　  横田　由美子さん

定
例
会
本
会
議
で
、
監
査
委
員
に
高

浜
の
久
保
田
滿
男
さ
ん
（
71
）
を
、

公
平
委
員
会
委
員
に
つ
く
ば
市
の
横

田
由
美
子
さ
ん
（
51
）
を
選
任
す
る

人
事
案
件
の
同
意
を
得
て
、
そ
れ
ぞ

れ
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
い
ず
れ
も
平
成
21
年

12
月
20
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
12
月
24
日
開
会
の
教
育

委
員
会
定
例
会
で
、
教
育
委
員
長

に
柏
木
史
彦
さ
ん
が
、
教
育
長
に

石
橋
凱
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
付

し
た
人
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

褒

　章

　

平
成
20
年
12
月
18
日
に
図
書
館
図

書
の
充
実
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

５
０
０
万
円
を
、
21
年
２
月
２
日
に

は
図
書
の
充
実
と
社
会
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
と
１
０
０
０
万
円
を
市
に

寄
付
し
た
市
内
在
住
の
富
樫
愛
さ
ん

（
87
）
が
、
21
年
９
月
30
日
、
紺
綬

褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　紺綬褒章
富樫　愛さん

 

◆
紺
綬
褒
章

　
　（こ
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う
）

民
生
委
員
児
童
委
員 

平
井

会
長
・
小
松
崎
委
員
が
表
彰

　

11
月

20
日
、
日

比
谷
公
会

堂
（
東
京

都
千
代
田

区
）
で
行

わ
れ
た
全

国
社
会
福

▲小松崎静江委員 ▲平井純子会長

祉
大
会
に
お
い
て
、
石
岡
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
会
長
の

平
井
純
子
さ
ん
が
、
ま
た
同
日
、
県

立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に

お
い
て
、
八
郷
地
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
小
松
崎
静
江
さ
ん

が
、
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
勤
続
し
た
功
績
で
、
全

国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
・
茨
城

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
表

彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

多年にわた
る活動が認
められ受賞

　３　 広報いしおか　№１０４



対
象
者

　

市
内
に
住
む
18
歳
以
上
の
男
女

４
０
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出
し

て
、
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
回
答
内
容
は
す
べ
て
統
計
的
に
処

理
し
ま
す
の
で
、
回
答
者
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
票
が
届
い
た
人
へ

　

調
査
票
が
届
い
た
ら
、
今
後
の
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
感
じ
る
ま
ち
に
し
て
い
く

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
に
つ

い
て
、
率
直
な
意
見
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　

記
入
後
、
調
査
票
を
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
返
送
願
い
ま
す
。

４
０
０
０
人
に
送
付

調
査
時
期

　

２
月
中
旬
に
調
査
票
を
発
送
予

定
。

調
査
結
果
の
公
表

　

集
計
後
の
調
査
結
果
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
に
な
っ
た
人
は
、
調

査
の
趣
旨
を
理
解
の
う
え
、
協
力
願

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

企
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
３
）

　

 http://www.city.ishioka.lg.jp/

市
民
満
足
度
調
査
に
協
力
を

　
施
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

有料広告枠【半段　横86㎜×縦45㎜】 【１段　横177㎜×縦45㎜】

◆広報紙への有料広告掲載の目的
　　市の財源確保と、市内産業の振興を目的に
　行っています。
◆ 1日号…１段 3枠（半段 6枠）
　15日号…１段６枠（半段 12枠）
※申し込みは、１段・半段どちらでも可。

◆広告の規格・料金（1回あたり）
　1段（横177㎜×縦45㎜）　　20,000円
　半段（横86㎜×縦45㎜）　　  10,000円
◆２色刷り
　１日号…緑色
　15日号…マゼンタ（濃いピンク）

『
広
報
い
し
お
か
』

　
　

　
　
　有
料
広
告
の
受
付
開
始

３
月
１
日
〜

　
『
広
報
い
し
お
か
』
で
は
、１
日
号
に
は
１
段
３
（
半
段
６
）
枠
分
、

15
日
号
に
は
１
段
６
（
半
段
12
）
枠
分
を
有
料
広
告
欄
と
し
て
設
け

て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
分
の
広
告
掲
載
を
３
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

広
告
掲
載
枠
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

　

３
月
１
日（
月
）
午
前
８
時
45
分
〜

　

先
着
順
（
全
体
が
埋
ま
る
ま
で
）

＊
市
役
所 

秘
書
広
聴
課
で
受
け
付

　

け
ま
す
。

◆
掲
載
期
間

　

５
月
１
日
号
〜
平
成
23
年
４
月
15

　

日
号
（
全
24
回
）

＊
掲
載
希
望
は
、
１
か
月
単
位
で     

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
複
数
月
の
申
し
込
み
も
可
）

＊
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
調
整

　

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
了
承

　

願
い
ま
す
。

◆
広
告
原
稿　

　

申
し
込
み
の
際
、
原
稿
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
パ
ソ
コ
ン
デ
ー

　

タ
、
手
書
き
ど
ち
ら
で
も
可
）

＊
掲
載
で
き
る
広
告
は
、
公
共
性

を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
も
の

と
し
、
政
治
・
宗
教
活
動
に
係
る

も
の
や
、
公
序
良
俗
を
害
す
る
も

の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

＊
広
告
を
掲
載
で
き
る
の
は
、
市

内
お
よ
び
隣
接
市
に
事
業
所
が
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

＊
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
聴
課
に

あ
る
「
広
告
掲
載
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
広
告
原
稿
を

添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

秘
書
広
聴
課

　

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

　
　

 http://www.city.ishioka.lg.jp/
早
め
の
申
し
込
み
を

HP

HP
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◆
共
済
見
舞
金
一
覧

等
級

 

災
害
区
分

見
舞
金
額

１

死
亡

１
０
０
万
円

２

傷害（治療実日数）

１
８
１
日
以
上

30
万
円

３

１
５
１
日
以
上

25
万
円

４

１
２
１
日
以
上

20
万
円

５

91
日
以
上

15
万
円

６

61
日
以
上

10
万
円

７

41
日
以
上

８
万
円

８

21
日
以
上

６
万
円

９

８
日
以
上

３
万
円

10

３
日
以
上

２
万
円

身
障

身
体
障
害
者
１
級
・
２
級
該
当

50
万
円

　

平
成
22
年
度
の
県
民
交
通
災
害

共
済
の
加
入
申
し
込
み
を
、
２
月
１

日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。　

　

万
一
の
事
故
に
備
え
、
家
族
そ

ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◆
年
会
費　

　

大
人　
　
　
　

９
０
０
円　
　
　

　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

◆
共
済
期
間 

　

４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

（
途
中
加
入
の
場
合
、
申
し
込
み
日

の
翌
日
か
ら
３
月
31
日
）

◆
見
舞
金

・
死
亡
見
舞
金　

１
０
０
万
円　
　

・
傷
害
見
舞
金　

２
〜
30
万
円

・
身
障
見
舞
金　

50
万
円

◆
申
込
方
法 

　

次
の
加
入
受
付
窓
口
に
あ
る
『
県

民
交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
書
』
に

記
入
し
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・
市
役
所 

市
民
生
活
課

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

・
恋
瀬
出
張
所

・
園
部
出
張
所

※
事
業
所
な
ど
団
体
で
加
入
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
、相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
と
な
る
交
通
事
故 

　

日
本
国
内
の
道
路
上
を
運
行
中
の

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
の
接
触
、

衝
突
、
転
落
、
転
覆
な
ど
の
事
故
に

よ
る
人
の
死
傷
。

◆
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら 

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
出

て
、
後
日
、
交
通
事
故
証
明
書
を
発

行
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。（
交
通
事
故
証
明
書
が
な
い

と
見
舞
金
が
制
限
さ
れ
ま
す
）

◆
共
済
見
舞
金
が
給
付
さ
れ
な
い
場
合 

・
共
済
見
舞
金
の
全
部

❶
会
員
も
し
く
は
見
舞
金
受
取
人

の
故
意
に
よ
る
事
故
。

❷
会
員
が
無
免
許
、
酒
気
帯
び
運

転
中
に
生
じ
た
事
故
。

　

ま
た
は
、
そ
の
事
実
を
承
知
で
同

乗
し
て
い
た
事
故
。

❸
地
震
・
洪
水
・
暴
風
・
そ
の
他

の
天
災
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
。

・
共
済
見
舞
金
の
全
部
ま
た
は
一
部

❶
正
当
な
理
由
な
く
医
師
の
指
示

に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
。

❷
会
員
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
の

重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故
。

❸
そ
の
他
法
令
に
違
反
し
、
組
合

長
が
不
適
当
と
認
め
る
事
故
。

◆
見
舞
金
の
請
求
手
続
き 

　

次
の
書
類
と
認
め
印
を
持
参
の
う

え
、
市
役
所 

市
民
生
活
課
、
ま
た

は
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。              

①
会
員
証

②
運
転
免
許
証
（
免
許
の
必
要
な

車
両
を
運
転
中
の
事
故
の
と
き
）

③
交
通
事
故
証
明
書
（
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
所
長
発
行
の
も
の
）

※
交
通
事
故
証
明
書
の
な
い
事
故

は
、
指
定
の
証
明
書
類
に
よ
り
９
等

級
（
３
万
円
）
ま
で
の
制
限
給
付
に

な
り
ま
す
。

④
診
断
書
（
医
師
の
診
断
書
、
柔

道
整
復
師
な
ど
の
施
術
証
明
書
）

◆
見
舞
金
の
請
求
期
間

　

事
故
の
発
生
し
た
翌
日
か
ら
２
年

以
内
で
す
。

◆
身
障
見
舞
金

　

会
員
期
間
中
の
交
通
事
故
に
よ
る

傷
害
が
原
因
で
、
そ
の
後
１
級
ま
た

◆
出
張
受
付

期　

日

会　

場

時
間

２月

17
日
（
水
）

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

午
後
２
時

　
　

  

〜
４
時

18
日
（
木
）

府
中
地
区
公
民
館

19
日
（
金
）

城
南
地
区
公
民
館

２
月
１
日
〜
受
付
開
始　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
「
県
民
交
通
災
害
共
済
」

安
心
へ
の
第
一
歩
　
家
族
そ
ろ
っ
て
の
加
入
を

◆
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

市
民
生
活
課

　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１　

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
８
）

　

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

　
　
　
　

☎
４
３
・
１
１
１
１　

　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
１
２
）

は
２
級
の
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
と

き
は
、
共
済
見
舞
金
と
は
別
に
、
身

障
見
舞
金
と
し
て
50
万
円
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　５　 広報いしおか　№１０４



◆
対
象
と
な
る
人

　

平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
（
基
準

日
）
で
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
Ｄ

Ｖ
被
害
に
よ
り
配
偶
者
か
ら
逃
れ
、

現
在
も
居
所
を
隠
し
て
生
活
し
て
い

る
た
め
に
住
民
登
録
を
異
動
で
き

ず
、
定
額
給
付
金
な
ど
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
で
、
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
人
が
対
象
で
す
。

❶
市
の
定
額
給
付
金
等
対
象
者
と

な
っ
て
い
る
こ
と

❷
他
の
自
治
体
か
ら
生
活
支
援
給

付
金
と
同
様
の
給
付
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

※
現
在
の
居
住
地
は
市
内
外
を
問
い

ま
せ
ん
。

◆
給
付
額

❶
定
額
給
付
金
相
当
額

１
人
に
つ
き
１
万
２
０
０
０
円

※
基
準
日
に
65
歳
以
上
ま
た
は
18

歳
以
下
の
人
は
１
人
に
つ
き
２
万
円

❷
子
育
て
応
援
特
別
手
当
相
当
額

１
人
に
つ
き
３
万
６
０
０
０
円

（
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

で
、
18
歳
ま
で
の
子
か
ら
数
え
て
、

第
２
子
以
降
に
あ
る
子
）

◆
申
請
方
法

　

ま
ず
電
話
で
相
談
く
だ
さ
い
。
担

当
者
が
内
容
を
聴
き
、
申
請
の
手
続

き
を
行
い
ま
す
。
申
請
に
は
次
の
す

べ
て
が
必
要
で
す
。

①
申
請
書

②
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
の
写
し
な
ど
）

③
振
込
金
融
機
関
の
口
座
を
確
認

で
き
る
書
類
（
預
金
通
帳
の
写
し
な

ど
）

④
居
所
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
（
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸

契
約
書
の
写
し
な
ど
）

⑤
基
準
日
時
点
に
Ｄ
Ｖ
被
害
者
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
裁

判
所
発
行
の
保
護
命
令
書
の
写
し
な

ど
）

⑥
同
居
家
族
が
い
る
場
合
は
、
同

居
家
族
全
員
の
氏
名
お
よ
び
生
年
月

日
を
証
明
す
る
公
的
書
類
（
健
康
被

保
険
者
証
の
写
し
な
ど
）

◆
申
請
期
限

　

２
月
26
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

企
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
４
）

●
職
種

・
一
般
事
務
補
助

・
保
育
士

・
文
化
財
発
掘
業
務
な
ど

※
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
一
般
事

　

務
補
助
の
み
。

●
登
録
方
法 　

 

・
必
要
書
類
を
直
接
持
参
し
、
登
録

　

し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
指
定
の
履
歴
書

②
申
立
書 

③
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
身
体
障

　

害
者
手
帳
の
写
し

●
登
録
期
間

・
受
付
日
か
ら
一
年
間 

※
登
録
期
間
終
了
後
、
継
続
し
て

　

登
録
す
る
場
合
は
、
再
度
登
録

　

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

●
雇
用
契
約
期
間 

・
同
一
年
度
で
６
か
月
以
内

※
更
新
に
よ
り
最
長
12
か
月
間 

●
障
が
い
の
あ
る
人
の
要
件
な
ど 

・
職
種

　

一
般
事
務
補
助

・
登
録
の
要
件 

　

①
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
、

　
　

満
18
歳
以
上
の
人 

　

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

　
　

受
け
て
い
る
人 

　

③
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
か
つ

　
　

介
護
者
な
し
で
職
務
遂
行
が

　
　

可
能
な
人 

　

④
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作

　
　

が
で
き
る
人 

●
勤
務
時
間

・
７
時
間
45
分
以
内
／
日

●
賃
金
（
時
給
）

　

市
に
は
、
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
を
希
望
す
る
人
が
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
、
採
用
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

職
種
は
、
一
般
事
務
補
助
、
保
育
士
、
文
化
財
発
掘
業
務
な

ど
で
す
。
各
担
当
課
で
人
員
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
登
録

者
か
ら
面
接
・
書
類
審
査
な
ど
に
よ
り
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

※
登
録
期
間
内
に
必
ず
し
も
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※
履
歴
書
・
申
立
書
は
、
市
役
所

　

総
務
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

　

www.city.ishioka.lg.jp/

）
か
ら
も

　

  

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

※
職
種
に
よ
り
、
採
用
時
ま
で
に

　

資
格
証
明
書
な
ど
の
提
出
が
必

　

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
被
害
者
で
、
定

額
給
付
金
の
給
付
お
よ
び
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
支
給
（
以

下
定
額
給
付
金
な
ど
）
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
に
、
定
額
給

付
金
な
ど
相
当
額
を
「
石
岡
市
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
生
活
支
援
給
付

金
（
以
下
生
活
支
援
給
付
金
）」
と
し
て
給
付
し
ま
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者

生
活
支
援
給
付
金
が
受
給
で
き
ま
す

※
詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

市
役
所 

総
務
課 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

2月26日
まで

受付中

職
種

賃
金
（
円
）

一
般
事
務
補
助

７
８
０

保
育
士

９
５
０

発
掘
等
単
純
労
務

７
５
０

石
岡
市
の
臨
時
職
員
に
登
録
を

●●随時

広報いしおか　№１０４　６

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
興
味
の
あ
る
人



指
導
士
３
級
養
成
講
習
会
の
受
講
を

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
介

護
予
防
の
た
め
の
体
操
で
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
ひ
と
り
で
も
、
ど

ん
な
姿
勢
で
も
で
き
、
ど
の
筋
肉
を

使
い
、
ど
の
関
節
を
ど
の
よ
う
に
動

か
す
か
が
明
確
に
わ
か
る
体
操
で
す
。

　県
で
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
を
住
民
に
指
導
す
る
「
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
」
の
養
成
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

　

４
月
〜
７
月　
　

●
時
間

　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
45
分

●
開
催
数　

　

５
コ
ー
ス
（
講
習
会
日
程
参
照
）

●
場
所　

　

県
健
康
プ
ラ
ザ

●
応
募
資
格　

・
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
で
満
60

歳
以
上
の
人
（
50
歳
以
上
の
人
も
申

し
込
め
ま
す
が
、
60
歳
以
上
の
人
が

優
先
さ
れ
ま
す
）

・
県
民
の
人

・
常
勤
の
職
に
就
い
て
い
な
い
人

・
認
定
後
に
地
域
活
動
を
行
え
る
人

・
講
習
会
の
全
日
程
に
参
加
で
き

る
人

●
費
用

　

無
料

（
交
通
費
、
昼
食
代
な
ど
は
自
己
負

担
で
す
）

●
申
込
方
法　

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年

月
日
、
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
、
電

話
番
号
、
受
講
可
能
な
コ
ー
ス
番
号

す
べ
て
（
調
整
す
る
場
合
が
あ
る
た

め
）
を
記
入
し
、
郵
送
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

　

２
月
22
日
（
月
）
ま
で

　

※
当
日
消
印
有
効
で
す
。

コ
ー
ス

開
催
日
（
各
８
日
間
）

68

４
／
５
・
８
・
12
・
15
・
19
・
22
・
26
・
28

69

４
／
６
・
９
・
13
・
16
・
20
・
23
・
27
・
30

70

５
／
10
・
13
・
17
・
20
・
24
・
27
・
31
・
６
／
３

71

６
／
７
・
10
・
14
・
17
・
21
・
24
・
28
・
７
／
１

72

６
／
22
・
25
・
７
／
２
・
６
・
９
・
13
・
16
・
20

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
健
康
プ
ラ
ザ 

　
　
　
　

介
護
予
防
推
進
本
部　

　

〒
３
１
０
─０
８
５
２

　

水
戸
市
笠
原
町
９
９
３
─２

　

☎
０
２
９
・
２
４
３
・
４
２
１
７

講習会日程

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

　

い
し
お
か
元
気
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
で
は
、
中
心
市
街
地
（
御
幸
通

り
、
金
丸
、
香
丸
、
中
町
、
守
木
）

の
商
店
を
中
心
に
『
い
し
お
か
雛
巡

り
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
お
雛
様
（
雛
人
形
や
吊

る
し
雛
な
ど
）
を
お
店
に
飾
り
、
来

訪
す
る
方
々
を
も
て
な
し
の
心
で
迎

え
ま
す
。

　

な
お
、
13
日
と
14
日
は
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
を
無
料
で
運
行
し
、
期
間
中

の
土
・
日
曜
日
は
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
・

ラ
イ
ブ
と
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
寄

席
な
ど

が
開
催

さ
れ
ま

す
。

　

常
設

展
示
場

な
ど
で

は
甘
酒

が
楽
し

め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月
13
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

３
月
３
日
（
水
）

場
所　

中
心
市
街
地
商
店
街

（
御
幸
通
り
、
金
丸
、
香
丸
、
中
町
、

守
木
）

　問
い
合
わ
せ　

　
　

石
岡
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

☎
２
２
・
４
１
８
１

第４回
2/13～3/3

いしおか
雛
ひ な

巡り 開催

石岡駅

御
幸
通
り

香丸

金丸

中町守木
国道 335 号

至上野 至水戸

　７　 広報いしおか　№１０４

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
住
民

に
指
導
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

１
級
か
ら
３
級
ま
で
あ
り
、
３
級
は

地
域
活
動
の
実
践
者
と
し
て
、
２
級

は
地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
担
い
、

１
級
は
３
級
講
習
会
の
講
師
も
務
め

ま
す
。



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

　

12
月
５
日
、
石
岡
運
動
公
園
体
育

館
で
、
元
住
友
金
属
鹿
島
硬
式
野
球

部
監
督
で
石
岡
市
出
身
の
中
島
彰
一

さ
ん
と
現
役
コ
ー
チ
２
人
を
講
師
に

招
い
て
、「
野
球
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
の
小
学
生
以
上
を

対
象
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
に

よ
る
野
球
講
演
と
実
技
指
導
が
行
わ

れ
、
３
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の
熱
の
こ
も
っ

た
講
演
に
耳
を
傾
け
、
な
か
に
は
熱
心

に
メ
モ
を
と
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
た
実
技
指
導
で
は
、
参
加
者
た

ち
は
さ
ら
な
る
上
達
を
目
指
し
、
真
剣

な
顔
で
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

発
明
ま
つ
り
に
81

人
が
参
加

中
島
彰
一
さ
ん
を
講
師
に

「
野
球
教
室
」
を
開
催

▲自分の考えたおみやげ品について説明する発明クラブ員

　

12
月
12
日
、
朝
日
里
山

学
校
で
石
岡
市
発
明
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
少
年
少

女
発
明
ク
ラ
ブ
（
磯
山
邦

良
会
長
）
の
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
、
指
導
者
な
ど

81
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、「
市

民
み
ん
な
ア
イ
デ
ア
マ
ン

～
石
岡
を
有
名
に
す
る

櫻
井
さ
ん
が
青
年
海
外

協
力
隊
と
し
て
赴
任

▲市長と歓談する櫻井さん（写真中央）

　

12
月
17
日
、
平
成
21
年
度
三
次
青

年
海
外
協
力
隊
と
し
て
海
外
へ
赴
任

す
る
こ
と
に
な
っ
た
市
内
在
住
の
櫻

井
文
さ
ん
が
、
市
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

保
健
師
で
あ
る
櫻
井
さ
ん
は
、
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
の
ア
バ
ン
ト
ラ
ピ
市

で
、「
生
活
改
善
」
を
活
動
の
テ
ー

マ
と
し
て
、
地
域
住
民
に
保
健
を
中

心
と
し
た
生
活
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

訪
問
当
日
、
櫻
井
さ
ん
は
、
赴
任

地
の
気
候
風
土
や
特
産
物
、
観
光
、

現
地
で
の
活
動
内

容
な
ど
に
つ
い
て

市
長
と
歓
談
し
ま

し
た
。

　

市
長
か
ら
「
青

年
海
外
協
力
隊
と

し
て
櫻
井
さ
ん
が

赴
任
す
る
の
は
、

市
と
し
て
も
名
誉

な
こ
と
。
た
だ
、

健
康
に
だ
け
は
十

分
気
を
つ
け
て
、

が
ん
ば
っ
て
き
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し

た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
、

１
月
５
日
か
ら
２

年
間
、
青
年
海
外
協
力
隊

と
し
て
活
動
し
ま
す
。　

『
す
て
き
な
お
み
や
げ
・
食
べ
物
』

を
考
え
よ
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
、
参
加
者
は
紙
粘
土
で
作
っ
た

自
慢
の
作
品
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
は
、
し
し
帽
子
や

ひ
ょ
っ
と
こ
の
チ
ョ
コ
ガ
ム
、
柿
の

ア
イ
ス
な
ど
石
岡
の
お
ま
つ
り
に
ち

な
ん
だ
お
み
や
げ
や
特
産
品
を
使
っ

た
食
べ
物
な
ど
を
考
案
。
保
護
者
や

指
導
者
か
ら
は
、
地
元
で
と
れ
る
サ

ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
使
用
し
た
鯉
の
お

や
き
や
、
お
ま
つ
り
の
写
真
を
ラ
ベ

ル
に
し
た
お
酒
セ
ッ
ト
な
ど
様
々
な

ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
終
了
後
、
参
加
者
た
ち
は
ピ

ザ
づ
く
り
や
そ
ば
打
ち
体
験
、
か
ま

▲講演する中島彰一さん

ど
で
の
ご
飯
た
き
と
お
に

ぎ
り
作
り
な
ど
の
体
験
学

習
を
行
い
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
料
理
を
お
い
し
そ

う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
発
明
ま
つ
り
の
作

品
46
点
は
、
１
月
18
日
か

ら
22
日
ま
で
、
市
役
所
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
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市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
詳
し
く
は
、
収
納
特
別
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

12 月の差押件数

不 動 産 10件

預 　 金 30件

合 　 計 40件

21 年度累計 468件

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
、
あ
な
た
の  

税

　

石
岡
市
の
市
税
の
種
類
は
市
民

税
、
法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
市
町

村
た
ば
こ
税
、
入
湯
税
な
ど
で
す
。

　

平
成
21
年
度
の
市
税
の
当
初
予
算

１
０
２
億
円
の
う
ち
、
各
税
の
占
め

る
割
合
は
、次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

税
目
で
す
。

　

し
か
し
、
地
価
の
下
落
傾
向
が
続

い
て
い
る
こ
と
や
、
住
宅
や
工
場
な

ど
の
建
設
が
落
ち
込
ん
で
い
る
こ

と
、
企
業
の
新
た
な
設
備
投
資
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
課
税
額
は
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。

○
市
町
村
た
ば
こ
税
…
禁
煙
ブ
ー
ム

や
分
煙
な
ど
に
よ
る
喫
煙
本
数
の
減

少
で
課
税
額
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
税
の
状
況
は
景

気
の
影
響
を
受
け
、
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
の
当
初
予

算
額
と
比
較
す
る
と
、
市
民
税
が

1.3
％
減
、
法
人
市
民
税
が
28
・
３
％

減
、
固
定
資
産
税
が
4.8
％
減
、
市
町

村
た
ば
こ
税
が
3.1
％
減
と
軒
並
み
減

少
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
、
さ
ら

に
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
市
で
は
今
後
も
税
の

原
則
で
あ
る
公
平
・
適
正
課
税
に
努

め
、
財
政
の
健
全
化
へ
向
け
て
努
力

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
役
所 

税
務
課
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

インターネット公売
売却件数　動産 13件

市
税
は
市
の
収
入
の
38
％
を

　
　
占
め
る
大
切
な
自
主
財
源

○
市
民
税
…
前
年
中
の
所
得
金
額

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
景
気

低
迷
に
よ
る
給
与
所
得
の
減
少
や
個

人
事
業
主
の
収
益
減
少
な
ど
に
よ
り

課
税
額
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○
法
人
市
民
税
…
市
内
に
事
務
所
・

事
業
所
な
ど
が
あ
る
法
人
に
か
か
る

税
金
で
す
が
、
一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
原
油
・
原
材
料
な
ど
の

高
騰
に
よ
る
急
激
な
景
気
減
退
の
影

響
で
企
業
の
業
績
が
落
ち
込
み
、
大

幅
に
課
税
額
が
減
少
し
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
税
…
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
の
所
有

者
に
対
し
て
課
税
す
る
と
い
う
財
産

所
有
税
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
こ

と
か
ら
、
市
税
の
中
で
も
安
定
的
な

　

市
民
か
ら
預
か
る
税
金
は
、
教
育
、
建
設
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の

市
の
運
営
に
か
か
せ
な
い
大
切
な
自
主
財
源
で
す
。
平
成
21
年
度
一

般
会
計
の
当
初
予
算
は
約
２
６
５
億
円
で
す
が
、
そ
の
う
ち
市
税
は

約
１
０
２
億
円
で
、
収
入
の
約
38
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

税の種類 予算額 市税全体に
占める割合

市民税 約 36億円 35.2％

法人市民税 約 6億円 5.9%

固定資産税 約 48億円 47.0%

都市計画税 約 5.5 億円 5.4%

軽自動車税 約 1.4 億円 1.4%

市町村たばこ税 約５億円 4.9%

入湯税 約 0.2 億円 0.2%

市
税
の
種
類

主
な
市
税
の
状
況

応
募
資
格　

平
成
元
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
市
内
在
住
の

人
。
ま
た
、
自
動
車
の
普
通
免
許
を

持
っ
て
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
健
康
な
人
。

※
本
人
お
よ
び
家
族
に
市
税
等
の
滞

納
が
あ
る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

若
干
名

報
酬　

基
本
月
額
５
万
２
０
０
０
円

※
ほ
か
に
能
率
給
・
交
通
費
支
給
。

勤
務
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
（
昼
休
み
１
時
間
を
除
く
）

雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
23
年

３
月
31
日

勤
務
場
所　

市
役
所 

収
納
特
別
対

策
室

業
務
内
容　

訪
問
に
よ
る
市
税
の
収

納
業
務
、
そ
の
他
所
属
長
の
指
示
す

る
事
項

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

収
納
特
別
対
策
室
で
配
付
す
る
「
申

込
履
歴
書
兼

身
上
書
」
に

写
真
を
添
付
し
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
22
日
（
月
）
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
５
─８
６
４
０　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１　

市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
０
）

　

http://w
w
w.city.ishioka.lg.jp/

☆
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
☆

　

石
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
付
者　

新
見　

崇
子 

様

住
　
所　

石
岡
市
国
府
２
─３
─11
　

「
石
岡
市
税
収
納
嘱
託
員
」
を
募
集

HP

　９　 広報いしおか　№１０４



消
印
有
効

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

県
広
報
広
聴
課 

広
報
編
集
担
当

〒
３
１
０
─８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
１
２
８

ＦＡＸ
０
２
９
・
３
０
１
・
２
１
６
８

　

koho3
@

pref.ibaraki.lg.jp
石岡市役所
　☎ 23ー1111
八郷総合支所
　☎ 43ー1111
石岡消防署
　☎ 23ー0119
八郷消防署
　☎ 43ー6491
火災情報
　☎ 24ー1818
テレホンサービス
　☎ 080-0800-7766

イ
ベ
ン
ト

募
　
　集

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」

平
成
22
年
度

　

県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
定
期
演
奏

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
で

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時 

開
演

場
所　

県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル
（
水
戸
市
千
波
町
東
久

保
６
９
７
）

演
奏
予
定
曲　

吹
奏
楽
の
た
め
の
ラ

プ
ソ
デ
ィ
ー
、
昭
和
40
年
代
ヒ
ッ
ト

曲
メ
ド
レ
ー
、
キ
セ
キ 

な
ど

入
場
料　

無
料

※
会
場
の
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が

お
ま
わ
り
さ
ん
の

　
　
　
　コ
ン
サ
ー
ト

２
月
13
日

　

県
で
は
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入

れ
、
県
民
参
加
の
広
報
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、「
い
ば
ら
き
女
性
特
派

員
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

・
県
内
在
住
で
、
平
成
22
年
４
月
１

日
現
在
、
満
20
歳
以
上
の
女
性

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共

交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
警
察
本
部 
総
務
課 

広
報
広
聴
室 

音
楽
隊
係

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
７
０
１
８

・
公
務
員
、
議
会
の
議
員
で
な
い
人

・
取
材
先
の
要
望
す
る
日
時
に
応
じ

て
取
材
で
き
る
人

・
自
分
で
取
材
先
に
移
動
で
き
る
人

活
動
内
容

・
県
広
報
広
聴
課
が
定
め
た
テ
ー
マ

に
関
し
て
取
材
し
、
広
報
紙
に
掲
載

す
る
原
稿
を
作
成

・
活
動
説
明
会
や
意
見
交
換
会
な
ど

へ
の
出
席

任
期　

４
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま

で
の
１
年
間

募
集
人
員　

４
名

謝
礼　

年
間
12
万
円

応
募
方
法　

県
広
報
広
聴
課
・
各
県

民
セ
ン
タ
ー
・
市
役
所 

企
画
課
に

備
え
て
あ
る
「
い
ば
ら
き
女
性
特
派

員
応
募
用
紙
」
に
所
定
事
項
を
記

入
の
う
え
、「
応
募
理
由
」
と
「
地

域
の
話
題
」
を
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０

字
程
度
に
ま

と
め
た
も
の

を
添
付
し
、

郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.p
ref.ibaraki.jp

/

）
か
ら

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
電
子

メ
ー
ル
で
の
送
信
も
可
能
で
す
。

応
募
締
切　

２
月
26
日
（
金
）
当
日

　

普
段
は
、
社
会
人
や
学
生
で
あ
っ

て
も
、
大
規
模
な
災
害
発
生
時
な
ど

い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
自
衛
官
と
し

て
社
会
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
。
そ

れ
が
、
予
備
自
衛
官
の
役
割
で
す
。

応
募
資
格

・
一
般　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

・
技
能
（
医
療
・
車
両
整
備
・
情
報

処
理
・
電
気
な
ど
の
専
門
技
術
者
）

　

18
歳
以
上
で
、
技
能
に
応
じ
て
55

歳
未
満
の
人

応
募
締
切　

４
月
９
日
（
金
）

試
験
日　

４
月
17
日
（
土
）・
18
日

（
日
）・
19
日
（
月
）の
い
ず
れ
か
一
日

教
育
訓
練
日
数

・
一
般　

３
年
以
内
に
50
日
間

・
技
能　

２
年
以
内
に
10
日
間

＊
教
育
訓
練
招
集
手
当
と
し
て
、
日

予
備
自
衛
官
補
募
集

　
　
　（一
般
・
技
能
）

社
会
に
貢
献
す
る
新
し
い
カ
タ
チ

広報いしおか　№１０４　１０
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石岡・八郷学校給食センター

給食物資納入希望者へ

◆届出資格　原則として市内の業者
　　　　　　 （個人または法人）
◆給食物資
１．鶏肉類（鶏肉・鶏卵）
２．豚肉類（豚肉・ハム・ウインナー）
３．豆腐類（豆腐・油揚げ・こんにゃく類）
４．野菜類（生野菜・いも類・果実類）
５．乾物類（小麦粉・スパゲティ・マーガリン
　　　　　　ジャムなど）
６．調味料類（油・砂糖・醤油・味噌・塩・ソース）
７．冷凍食品（冷凍食品・冷凍野菜）
８．その他（デザート類・生クリーム・納豆など）
※鶏肉類と納豆は、石岡給食センターのみで受け入
れになりますので注意ください。
◆提出書類　
１．給食センターの給食物資納入指名参加願
２．市税完納証明書等
３．食品衛生監視票の写し（保健所発行のもの）
※食品衛生監視票は事前に保健所に依頼ください。
◆提出先
　教育委員会 学校給食課 石岡学校給食センター
　　石岡市正上内 16-16
◆問い合わせ
・石岡学校給食センター　　☎ 22-6286
・八郷学校給食センター　　☎ 36-5252

◆受付期間　２月８日（月）～19日（金）

日
時　

３
月
６
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時 

集
合

　
　
　

午
前
10
時
30
分 

ス
タ
ー
ト

集
合
場
所　

筑
西
市
役
所
（
筑
西
市

下
中
山
７
３
２
─１
）

対
象
者　

50
歳
代
か
ら
70
歳
代
ま
で

定
員　

１
０
０
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
代
な
ど
）

※
当
日
、
現
地
で
集
金
し
ま
す
。

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
用

に
、
参
加
者
全
員
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
返

信
用
に
代
表
者
へ
の
送
り
先
を
記
入

の
う
え
、
送
付
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
13
日
（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委

員
会 

県
南
・
県
西
地
域
担
当
係

〒
３
０
５
─０
０
４
４　

つ
く
ば
市
並

木
３
─16
─１　

横
田
ハ
イ
ツ
１
０
２

☎
０
９
０・４
９
１
６・７
６
２
９（
山
元
）

県
南
・
県
西
地
域
親
善

　
　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

３
月
６
日

額
７
９
０
０
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

訓
練
終
了
後
は
、

陸
上
予
備
自
衛
官

と
し
て
任
用
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
自
衛
隊 

茨
城
地
方
協
力
本
部 
土

浦
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

・
市
役
所 

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

・
八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
４
）

　

林
野
庁 

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、

国
有
林
の
管
理
経
営
に
皆
さ
ん
の
意

見
と
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

満
20
歳
以
上
の
人
で
、

次
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
人

活
動
内
容　

国
有
林
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
、
管
理
経
営

に
対
す
る
意
見
や
提
言 

な
ど

委
嘱
期
間　

４
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で

募
集
人
数　

70
名

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

平
成
22
年
度

応
募
方
法　

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、性
別
、生
年
月
日
、年
齢
、

職
業
、郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か

け
、
応
募
の
動
機
（
１
０
０
文
字
程

度
）
を
記
入
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/

index.htm
l

）
で
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

２
月
19
日
（
金
）
必
着

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　関
東
森
林

管
理
局 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

〒
３
７
１
─８
５
０
８　

群
馬
県
前
橋
市
岩
神
町
４
─16
─25

☎
０
２
７
・
２
１
０
・
１
１
５
０

ＦＡＸ
０
２
７
・
２
１
０
・
１
１
５
４

　

kanto_kikaku@
rinya.m

aff.
go.jp

１１　 広報いしおか　№１０４
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HP 　

農
業
集
落
排
水
は
、
区
域
一
帯

と
な
っ
て
接
続
し
な
い
と
、
区
域

全
体
の
農
村
環
境
や
生
活
環
境
の

改
善
が
進
み
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
が

整
備
さ
れ
た
区
域
の
人
は
、
目
的

を
理
解
し
、
一
日
も
早
く
下
水
道

や
農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
下
水
道
課

石
岡
地
区　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　

 　
　
　
（
内
線
２
８
３
）

八
郷
地
区　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　

  　
　
（
内
線
１
１
６
４
）

　

市
で
は
快
適
で
住
み
よ
い
環
境

や
、
き
れ
い
な
川
・
湖
な
ど
美
し

い
自
然
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
下

水
道
や
農
業
集
落
排
水
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で

は
、
台
所
・
風
呂
な
ど
か
ら
の
雑

排
水
や
ト
イ
レ
の
排
水
を
流
す
た

め
の
設
備
を
設
置
し
て
、
下
水

道
に
接
続
す
る

こ
と
が
、
下
水

道
法
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま

す
。

下水道　きれいな町を　拓く道
日
時　

２
月
12
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～

※
受
け
付
け
は
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
９
時
55
分
ま
で
に
な
り
ま
す
。

場
所　

市
役
所
３
階 

全
員
協
議
会
室

内
容
【
報
告
】

・
八
郷
都
市
計
画 

用
途
地
域
の
変
更

に
つ
い
て

・
八
郷
都
市
計
画 

特
定
用
途
制
限
地

域
の
決
定
に
つ
い
て

・
石
岡
都
市
計
画
区
域
内
の
区
域
指

定
制
度
に
つ
い
て

定
員　

10
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合

石
岡
市
都
市
計
画
審
議
会

を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

２
月
12
日

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
無

償
で
給
付
・
設
置
し
ま
す

　市
で
は
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
て
い
る
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
給
付
し
、
主
寝
室
に
無
償
で
設

置
す
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
申
請

締
切
は
、
３
月
10
日
ま
で
な
の
で
、

早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
人

・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て

い
る
人

・
石
岡
市
に
住
所
が
あ
り
、
在
宅
で

生
活
し
て
い
る
概

お
お
むね

65
歳
以
上
の
人

（
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人
、
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人
、
長
期

入
院
中
の
人
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
る
人
へ

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
を

未
就
業
や
退
職
予
定
看
護
職
の
人
へ

　

近
年
、
医
療
の
進
歩
や
高
齢
社
会

の
到
来
に
よ
り
、
看
護
の
重
要
性
が

増
大
し
て
い
て
、
病
院
や
訪
問
看
護

な
ど
に
従
事
す
る
保
健
師
、助
産
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
の
需
要
が
急
激

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
看
護
協
会
で
は
看
護

職
の
人
に
一
人
で
も
多
く
就
業
し
て

も
ら
う
た
め
、
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
ヘ
の

登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
登
録

は
無
料
で
、
就
職
相
談
や
職
業
紹
介

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録
後

に
は
、
年
４
回
求
人
情
報
を
送
付
し

ま
す
。

　

未
就
業
・
定
年
退
職
予
定
の
看
護

職
の
人
、
将
来
就
職
を
希
望
す
る
人

そ
の
他

は
、
ぜ
ひ
登
録
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

㈳
県
看
護
協
会
・
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
７
０
２
１

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
台
帳
に
登

録
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
介
護
保
険

の
認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
み

の
世
帯
の
人

・
生
活
保
護
受
給
者
ま
た
は
平
成
21

年
度 
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

・
申
請
時
に
、
主
寝
室
に
火
災
警
報

器
を
設
置
し
て
い
な
い
人

申
請
方
法　

申
請
者
の
認
め
印
を
持

参
し
、
市
役
所 

高
齢
福
祉
課
ま
た

は
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
で

申
請
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切

　３
月
10
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

広報いしおか　№１０４　１２
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肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
が
交
付

対
象
者　

・
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能

障
害
の
あ
る
人

・
肝
臓
移
植
を
し
、
抗
免
疫
療
法
を

受
け
て
い
る
人

手
続
き
方
法　

申
請
書
・
診
断
書
・

写
真
２
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）
を

持
参
し
、
市
役
所 

社
会
福
祉
課
で

手
続
き
く
だ
さ
い
。

＊
診
断
書
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
指

定
医
が
作
成
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
。
ま
た
、
診
断
書
は
社
会
福
祉
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

※
手
続
き
方
法
や
認
定
基
準
の
内

容
、
指
定
医
の
い
る
医
療
機
関
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
８
３
）

平
成
22
年
４
月
～

工
事
後
は

　必
ず
完
了
検
査
を
！

開
発
許
可
を
受
け
て
工
事
を
行
う
人

　

都
市
計
画
法
第
29
条
の
規
定
に
基

づ
く
開
発
許
可
を
受
け
た
人
は
、
工

事
が
完
了
し
た
と
き
に
は
、
市
長
に

完
了
届
を
提
出
し
、
完
了
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
と
、
今
後
、
増
改
築
や
用
途
の
変

茨城県の特定最低賃金が改正
～ 必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も ～

　特定の産業に従事する労働者とその使用者に
適用される特定最低賃金が、次のように改定さ
れました。仮に労使双方が合意したうえで、最
低賃金額未満の賃金を定めた場合であっても、
その賃金は無効になり、特定最低賃金が適用さ
れます。（効力発生日：平成 21 年 12 月 31 日）

件　　　　名 時間額
鉄鋼業 785 円

はん用機械器具、生産用機械器具、業務
用機械器具製造業 772 円

計量器・測定器・分析機器・試験機・理
化学機械器具、医療用機械器具・医療用品、
光学機械器具・レンズ、電子部品・デバ
イス・電子回路、電気機械器具、情報通
信機械器具、時計・同部分品製造業

765 円

各種商品小売業 737 円

※次の１～３に該当する人は、特定最低賃金
の適用が除外され、茨城県最低賃金（時間額
678 円）が適用されます。
１．18 歳未満または 65 歳以上の人
２．雇い入れ後６月未満で、技能修得中の人
３．清掃、片付けの業務に主として従事する人

HP

■問い合わせ
　茨城労働局 労働基準部賃金室
　☎ 029-224-6216
　　  http://www.ibarakiroudoukyoku.go.jp/

　

県
学
校
保
健
会
で
は
、
学
校
医
、

学
校
歯
科
医
、
学
校
薬
剤
師
の
参
加

の
ほ
か
保
護
者
や
地
域
の
人
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
心
も
体
も
健
や

か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
子
ど
も
の
発

「
教
育
と
医
療
の
つ
な
が
り
」

～ 

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に 

～

２
月
25
日 

講
演
会

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

市
役
所 
都
市
計
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
９
８
）

更
な
ど
を
す
る
際
に
支
障
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
完
了

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

住
宅
建
築
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
６
５
）

　

県
内
全
市
町
村
と
県
、
交
通
事
業

者
お
よ
び
関
係
団
体
に
よ
り
構
成
す

る「
茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
」

い
ば
ら
き
公
共
交
通

利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
月
～
３
月

達
や
障
害
に
つ
い
て
の
第
一
人
者
で

あ
る
宮
本
信
也
氏
を
迎
え
、
学
校
・

親
と
医
療
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
で
く

だ
さ
い
。

日
時　

２
月
25
日
（
木
）

　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

講
師　

宮
本 

信
也 

氏
（
筑
波
大
学
大

学
院 

人
間
総
合
科
学
研
究
科
教
授
）

参
加
費　

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ　

事
務
局  

南
小
学
校

☎
２
６
・
２
８
５
０

で
は
、２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て「
い

ば
ら
き
公
共
交
通
利
用
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
地
域
公
共

交
通
の
確
保
策
を
テ
ー
マ
と
す
る

「
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
「
県

内
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
の
ほ

か
、「
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
な

ど
、
地
域
ご
と

に
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
公
共
交
通
活
性
化

会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
鉄
道
・
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
い
ば
ら
き
」（h

ttp
://

w
w

w
.kou

tsu
-ibaraki.jp

/

）
で

確
認
く
だ
さ
い
。

◇
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

２
月
８
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　

県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

（
水
戸
市
千
波
町
東
久
保
６
９
７
）

参
加
費　

無
料

◇
県
内
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

取
組
日　

２
月
17
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　

県
企
画
課 

交
通
対
策
室

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
５
３
６
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結

　果

石岡海洋センター☎ 23－5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884

ス
ポ
ー
ツ

        

情
報
石岡運動公園
☎26-7210

八郷総合
運動公園
☎43-6884

11
月
14
日

　全
日
本
選
手
権
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
茨
城
県
大
会

準
優
勝　

石
岡
ク
ラ
ブ

11
月
18
日　

土
浦
・
か
す
み
が
う
ら
・

石
岡
３
市
交
流
会　

優

　勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

準
優
勝　

栄
松
チ
ー
ム

第
３
位　

石
岡
城
南
チ
ー
ム

第
３
位　

あ
お
ば
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
11
月
の
結
果

＊
男
子
の
部

優　

勝　

旭
西
ミ
ニ
バ
ス

準
優
勝　

石
岡
Ｋ
Ｉ
Ｄ

第
３
位　

羽
生
ミ
ニ
バ
ス

＊
女
子
の
部

優　

勝　

石
岡
モ
ン
キ
ー
ズ

準
優
勝　

千
代
田
テ
ィ
ン
カ
ー
ズ

第
３
位　

か
南
Ｊ
ラ
ビ
ッ
ツ

会
長
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

12
月
19
日

　石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

府
中
エ
ン
ジ
ェ
ル

第
３
位　

ド
ル
フ
ィ
ン

第
３
位　

あ
お
ぞ
ら

近
隣
親
善

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

12
月
６
日

　石
岡
運
動
公
園
体
育
館

問
い
合
わ
せ

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

　
　

部
長　

友
水

　

☎
２
２
・
５
９
６
３

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
は
、
現
在

１
０
８
人
の
会
員
が
市
内
５
か
所
の

広
場
で
練
習
を
し
て
い
て
、
交
流
会

や
大
会
な
ど
を
実
施
し
、
相
互
の
親

睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

競
技
の
ル
ー
ル
は
簡
単
で
、
男
女

の
別
な
く
楽
し
め
、
健
康
や
仲
間
づ

く
り
に
も
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

一
緒
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

石
岡
市
体
育
協
会  

各
部
紹
介

グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　ゴ

ル
フ
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

＊
男
子
の
部

優　

勝　

小
松
﨑　

忠

準
優
勝　

川
崎　

文
也

第
３
位　

田
村　

和
雄

＊
女
子
の
部

優　

勝　

川
崎　

ふ
み
江

準
優
勝　

野
村　

光
子

第
３
位　

戸
田　

育
子

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　杉
並
定
例
交
流
大
会

11
月
27
日 

杉
並
少
年
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　

卓
球
部
で
は
、
年
３
回
中
学
生
を

対
象
に
し
た
大
会

を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
高

生
を
中
心
に
試
合

形
式
の
卓
球
教
室
を
石
岡
運
動
公
園

体
育
館
で
、
毎
週
土
曜
日
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

卓
球
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
気
軽

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

石
岡
市
体
育
協
会  

各
部
紹
介

卓
球
部

問
い
合
わ
せ

　

卓
球
部

　
　

事
務
局　

中
島

　

☎
２
２
・
３
７
１
０

問
い
合
わ
せ

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　

会
長　

植
田 

冨
士

　

☎
２
６
・
４
５
８
１

石
岡
市
体
育
協
会  

各
部
紹
介

 

バ
レ
�

　
　ボ

�
ル
協
会

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
現
在

９
チ
ー
ム
が
登
録
し
て
い
て
、
年
間

５
回
の
大
会
を
開
催
し
、
各
チ
ー
ム

が
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な
が

ら
、
美
容
と
健
康
の

た
め
に
日
々
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
人

は
、
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
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